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日経新聞「春秋」2013年５月２７日
付 
・「未来を変えるデザイン展」が開かれている。 
・参加企業はトヨタ、キリン、ヤマハ、富士通、三井物産・・・ 

・２０３０年を見据え、ビジネスを通じ社会課題の解決に取り
組む実例 

・デザインは、モノや記号の形や色の話と思われがちだが、
米国などでは無形のものを生み出すことも指す。日本でも
デザイン経営、社会デザイン、コミュニティーデザインなど、
用法が広がってきた。 

 



工学教育のキーワードとしての 
デザイン 
ワシントン協定の審査での指摘 

・日本の工学教育は、科学的な原則を教えることに重点が
置かれ、それを設計（ｄｅｓｉｇｎ）の文脈の中で応用する点
が弱い。（２００５年） 

・エンジニアリング・デザイン教育については、取り組み、  
改善への努力を評価（ ２０１２年） 

 
  



２０１２年６月１７日付 



エリザベス女王工学賞 
賞金 １００万ポンド 

工学的貢献をたたえ、工学の地位向上、関心喚起をはかる 

２０１３年第一回受賞者（３月発表） 

 Robert Kahn 

 Vinton Cerf 

 Louis Pouzin 

 Tim Berners-Lee 

 Marc Andreessen  
 

授賞式は６月２５日、バッキンガム宮殿で 



2012年12月21日付 



Olin College of Engineering 

 ２００２年開設、Ｏｌｉｎ財団が４億５千万ドル寄
付 

学生数 １学年８０人、女性は４５％ 

大学院はなし 

教員のテニュアなし、学部の別なし 

 

 

 



ボストン郊外のキャンパス、学生は学内の寮で生活 
 ウェルズリー大、バブソン大と隣接、提携 
 
 
 



Olin大チームに2013年のゴードン賞 



ゴードン賞とは 

バーナード・ゴードン（ＵＮＩＶＡＣ創業者）に
より２００１年創設 
 

すぐれた工学教育に対し、米工学アカデ
ミーが授賞 
 

賞金は５０万ドル（半分は受賞者、半分は所
属組織に） 
   

 



Olin 大への授賞理由 
 ２１世紀に求められる人材育成のための革新
的な工学教育への貢献 

米国、世界の工学教育に変化をもたらす 

 「学生中心」を徹底 

開学前の１年間、３０人の学生をパートナーに、
カリキュラムを共同開発 



Olin 大の特徴 

ほぼ男女同数のコミュニティ 

4年間を通じてデザイン過程の最重要視 

チームプロジェクトの徹底 

ビジネスや起業の経験 

SCOPEプロジェクト 

 企業が５万ドル、４年生が数人のチームで１
年がかり 



Ｏｌｉｎ大のミッション 

Olin College prepares students 
to become exemplary 
engineering innovators who 
recognize needs, design 
solutions, and engage in creative 
enterprises for the good of the 
world. 
 



オリン大の三角形 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



教育の特徴 

Do and learn 

鈴木メソードに基づき動機づけ重視 

徹底したハンズオン 

卒業生は進学、就職、その他に3分 









デザインとは 
単なる意匠ではなく 

まだ世の中にない機能やものを 

構想し 

ビジネス面の可能性も考慮し 

形にし 

社会に新たな価値を生み出し 

社会をよりよい場所にすることに貢献する 





デロイト・トーマツの調査による 







科学技術政策研究所による 

上位６カ国・地域の技術距離の推移（1980 – 2008年） 



ＩＥＥＥ文献調査からわかったこと 
          （科学技術政策研究所による） 

世界の技術変化の方向性との乖離 

研究全体のバランスの偏りの大きさ 

産業競争力の低下を象徴するような文献
数推移 

大学における工学研究・教育体制における
質の劣化 

 



過去のつぎはぎで工学研究を拡充した結
果といって過言ではない 

既存の蓄積を生かしたイノベーションを指
向してきたのではないか 

ロボット、超電導など得意領域で世界的に
イノベーションを創出する努力をするか、世
界のイノベーションの方向性に照準を合わ
せて方向転換するか。公的な科学技術投
資への信頼が揺るぎかねない。 

 
 



新しい工学教育をめざして 
工学のミッションの再定義 

新たな評価手法の必要性 

デザイン、チーム、多様性 

もっと女性を 

ＪＡＢＥＥの役割は大きい 

 

 



２１世紀の工学教育 
米工学アカデミーのシンポジウム (2012年10月) 

 Richard (Rick) Stephens 
 Senior Vice President of The 
Boeing Company 

 Linda P. Katehi 
 Chancellor of UC Davis 

 Salman Khan 
 Founder of the Khan Academy 

 Tuula Teeri 
 President of Aalto University, 
Finland 

 Richard K. Miller 
 President of Olin College 

 Anant Agarwal 
 President of edX and Professor, 
MIT 

 
  


